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日産婦誌47巻臨時増刊

P − 237　　 多発病巣を持 っ 婦人科癌にお ける染色

体 16番 ，
ユ7番の 欠損の 検討とそ れを応用した clon

ality の解析

P − 238　　上皮性卵巣がん に おける第9番染色体長

腕上 の ヘ テ ロ 接合性 消失（LOM の 検討
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［目的］婦人科癌では卵巣癌をは じめとして多発

病巣を持つ 症例をしば しば経験する 。 我々 は幽 遺

伝子 変異検出により多病巣を持つ 婦人科癌の 多く

は 同じclonality を持つ 事を示 した 。 今回我々 はこ

れ らの症例にお い て Loss　 of　heterozygosity（LOH）

による検討を行 う事により， 哩 遺伝子変異を用い

た clonality 解析の結果を確認 し，さらにLOH検出

によっ て原発巣 ，転移巣の推定が可能で あるかを

検討した 。 ［方法］婦人科癌 16症例35病巣 （卵巣

の癌病巣と子宮内膜の 癌病巣が合併す る8症例16病

巣と腹腔内播種性病変を持っ 卵巣癌8症例19病巣）

の DNAと正ueDNAを用い た 。 染色体 17番短腕〔17p）2

個 ，
17番長腕（17q）1個，16番長腕（16q）7個の 計10

個の microsatellite 　maker を使用 したPCR−micros

atellite 　polymorphism解析を行い ，これ らの領域

の LDHを検討 した。 ［成績］16症例の うち7症例（4

4％）におい て 1つ 以上の 領域にLOHを認めたため ， こ

れ らの 症例にお い て clonali もyの 解析が可能で あ っ

た 。 LOHを示 した症例は ， 複数の 染色体領域にお

い て両方の病巣ともに LOHを示すもの が多か っ た 。

しか し，3症例にお い ては両方の病巣に同じ染色体

欠損領域があるもの の ， ある 1っ の 染色体領域にお

い て
一
方の病巣 にLDHを認め，他方の病巣には LOH

を認めなか っ た。 ［結論 ］多病巣を持っ 多 くの婦

人科癌症例は両方の病巣でLOHを示 したため両方が

同
一

の clone で ある可能性が高く ， 【塑遺伝子によ

るclonality の解析と
一
致 した 。 さらに， ある 1っ

の 染色体領域にお い て
一
方の病巣で LOHを示 し，他

病巣で LOHを示さなか っ た症例は転移，原発の 関係

で ある可能性が考え られた 。 多くの領域にお い て

染色体欠損を検討する こ とは多病巣を持 っ 婦人科

癌の原発巣の推定に有用である こ とが示唆された 。
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【目的】我 々 は家族性上皮性卵巣が ん発生 家系に

お け る リ ン ケ
ーシ解析で 、第9 番染 色体長腕 上 の

9q34 領域 に 疾患に 関連する遺伝子 の存在が示唆 さ

れ る結果 を得て い る が 、 遺伝 的に異常が引 き継が

れ て い る と想定 さ れ る が ん抑 制遺伝 子 の もう
一

方

の a】leleに 関 して、腫瘍細胞 の染色体の欠失を調べ

る こ と に よ りそ め不活化を検討 した 。 また 家族性

で な い 散発性卵巣が ん に お い て もこ の 領域に 想定

され る が ん抑制 遺伝子 の 関与 の可能 性に つ い て検

討 した 。　【方法】家族性上皮性卵巣が ん 15例、散

発 駐．ヒ皮性卵巣が ん 25 例に つ い て 手術時摘 出組織

ある い は ホ ル マ リ ン 固定パ ラ フ ィ ン 包埋組 織の正

常及 び腫瘍部分 よ りDNA を抽出 し、9番染色体長

腕上 の 9q34領域 の 4個 の マ イ ク ロ サ テラ イ ト多型

マ ーカ ーを用 い てPCR を施 行、オ
ー

トシ ーク エ ン

サ
ー

に て ヘ テ ロ 接創 生の 消失 （廴OH ）を調べ た 。 　【成

績】家族性上皮性卵巣が ん 15例 中9例（60 ％［，散発性

上 皮性卵 巣が ん 25 例 中 14 例（56 ％ ）で 9q34 領域に

LOH を認 めた。また家族性上 皮性卵巣が ん症例に

お い て疾患に連鎖 して い る と考 えられ る allde の 対

側 の alleleの de】etion を4 例 に 認 め た。　【結論】家族

性上皮性 卵巣が ん 発生家系で 疾患 と の 連鎖が 示唆

された9q34 領域 にお い て 、 想定さ れ る が ん抑制遺

伝子の
一

方は遺伝的に 異常が 引き継 がれ、もう
一

方は染色体の欠失に よ り不活 化され それが発症 に

関与 して い る 可 能性が示唆 さ れ た 。 また、散発性

卵巣が ん症例 に お い て もこ の 領域で の 染色体欠失

が高頻度にみ られ、家族性卵巣がん の 原因と して

想定され る が ん 抑制遺伝子 と 同一の 遺伝子 が 散発

性卵巣が ん の 発 症 に も関与 し て い る 可能性が示唆

され た。
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